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第
３
回
市
議
会
定
例
会
を
９

月
１
日
か
ら　

日
ま
で
の
日
程

１７

で
開
催
し
ま
し
た
。

　

初
日
に
は
人
権
擁
護
委
員
の

推
薦
を
先
議
し
、
市
長
か
ら
平

成　

年
度
一
般
会
計
補
正
予
算

２６
な
ど
に
つ
い
て
提
案
説
明
を
受

け
ま
し
た
。

　

８
日
に
は
、　

名
の
議
員
が

１１

市
政
運
営
に
関
す
る
一
般
質
問

を
行
い
、　

日
か
ら　

日
に
は

１１

１７

各
委
員
会
に
お
い
て
付
託
議
案

の
審
査
を
慎
重
に
行
い
ま
し
た
。

　
　

日
の
最
終
日
に
は
、
各
委

１７
員
長
か
ら
審
査
結
果
の
報
告
を

行
い
、
市
長
提
出
議
案　

議
案

２０

を
可
決
し
ま
し
た
。
続
い
て
議

員
提
出
議
案
の
大
垣
市
議
会
議

員
定
数
条
例
の
一
部
改
正
に
つ

い
て
を
可
決
、
議
員
報
酬
、
費

用
弁
償
等
に
関
す
る
条
例
の
一

部
改
正
に
つ
い
て
な
ど
２
議
案

を
否
決
し
ま
し
た
。
こ
の
ほ
か

請
願
１
件
を
採
択
し
、
意
見
書

２
件
を
可
決
し
閉
会
し
ま
し
た
。

守
屋
多
々
志
作　
　
　
　
　
　

「
ア
ン
ジ
ェ
リ
コ
の
窓
」
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第
３
回
市
議
会
定
例
会

可
決
さ
れ
た
主
な
議
案

　
補
正
予
算

【
一
般
会
計
】

◇
法
定
接
種
と
な
る
水
痘
及
び
高
齢
者
肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン
の
接

種
費
用
１
億
１
２
７
０
万
円
を
計
上
。

◇
農
作
物
へ
の
被
害
防
止
の
た
め
、
シ
カ
の
捕
獲
対
策
を
強
化
す

る
地
域
連
携
鳥
獣
捕
獲
委
託
料
と
し
て
１
５
０
万
円
を
計
上
。

◇
老
朽
化
に
よ
り
広
範
囲
に
雨
漏
り
が
発
生
し
て
い
る
星
和
中
学

校
校
舎
及
び
屋
内
運
動
場
の
屋
上
防
水
工
事
費
と
し
て
６
３
０
０

万
円
を
計
上
。

◇
大
垣
駅
南
街
区
市
街
地
再
開
発
事
業
に
お
け
る
、
第
２
期
の
大

垣
駅
西
自
転
車
駐
車
場
建
設
事
業
及
び
子
育
て
支
援
施
設
整
備

事
業
に
つ
い
て
、
市
街
地
再
開
発
組
合
の
事
業
計
画
の
変
更
に

伴
い
、
債
務
負
担
行
為
の
期
間
を
平
成　

年
度
ま
で
に
変
更
。

２８

【
病
院
事
業
会
計
】

◇
市
民
病
院
に
お
い
て
平
成　

年
２
月
に
発
生
し
た
医
療
事
故
の

２６

和
解
を
成
立
さ
せ
る
た
め
、
賠
償
金
４
０
０
万
円
を
計
上
。

条
例
等

◇
大
垣
市
留
守
家
庭
児
童
教
室
の
設
置
等
に
関
す
る
条
例
の
一
部

改
正

留
守
家
庭
教
室
の
開
設
時
間
を
拡
大
す
る
こ
と
に
伴
い
、
保
育

料
の
額
を
改
定
す
る
も
の
。

◇
大
垣
市
企
業
立
地
促
進
条
例
の
一
部
改
正

企
業
の
さ
ら
な
る
誘
致
を
図
る
た
め
、
設
備
投
資
奨
励
金
の
新

設
、
奨
励
金
の
交
付
対
象
を
拡
大
す
る
も
の
。

決
算
認
定

◇
平
成　

年
度
大
垣
市
一
般
会
計
及
び
特
別
会
計
決
算

２５

９
月　

日
に
決
算
委
員
会
を
開
会
し
、
各
委
員
会
の
所
管
ご
と

１０

に
質
疑
及
び
慎
重
な
審
査
を
行
い
認
定
し
ま
し
た
。

意
見
書

◇
規
制
改
革
案
に
関
す
る
意
見
書

◇
「
手
話
言
語
法
」
制
定
を
求
め
る
意
見
書

いちのせ秋祭り・コスモス祭り＆サツマイモ収穫祭（１０月１２日）

定 例 会 日 程定 例 会 日 程
９月１日　本会議（提案説明）
　　８日　本会議（一般質問）
　　１０日　決算委員会
　　１１日　子育て支援日本一対策委員会
　　　　　市民病院に関する委員会
　　１２日　建設環境委員会、経済産業委員会
　　１６日　文教厚生委員会、企画総務委員会
　　１７日　市民病院に関する委員会
　　　　　議会運営委員会、本会議
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議員定数を削減

　１７日の最終日に
は、議員定数を現行
の２４人から２２人に削
減する大垣市議会議
員定数条例の一部改
正案が議員提案さ
れ、賛成多数で可決
しました。
　これは議会改革の
一環として、逼迫し
た市の財政への貢献
を図るものであり、
来年４月に予定され
ている市議会議員選
挙から適用されるも
のです。
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質
問：

新
庁
舎
の
設
置
場
所

は
、
現
庁
舎
に
隣
接
す
る
丸
の

内
地
内
で
と
協
議
さ
れ
る
中
、

子
育
て
支
援
日
本
一
を
目
指
す

大
垣
と
し
て
、
来
庁
者
用
の
託

児
施
設
と
し
て
キ
ッ
ズ
ス
ペ
ー

ス
の
設
置
や
、
来
庁
者
へ
の

サ
ー
ビ
ス
と
し
て
コ
ン
ビ
ニ
機

能
を
持
っ
た
売
店
の
設
置
を
検

討
さ
れ
た
い
。

答
弁：

新
庁
舎
建
設
に
つ
い
て

は
、
本
年
６
月
か
ら
学
識
経
験

者
や
市
民
団
体
等
の
代
表
者
な

ど
か
ら
な
る
新
庁
舎
建
設
基
本

構
想
策
定
委
員
会
を
設
置
し
、

基
本
理
念
や
新
庁
舎
に
求
め
る

機
能
な
ど
に
つ
い
て
市
民
目
線

で
協
議
し
て
い
た
だ
い
て
い

る
。
委
員
の
方
々
か
ら
は
、
利

用
し
や
す
く
人
に
や
さ
し
い
庁

舎
を
目
指
す
と
の
ご
意
見
が
あ

り
、
こ
う
し
た
こ
と
か
ら
お
子

様
づ
れ
の
来
庁
者
の
方
が
、
安

心
し
て
手
続
き
や
相
談
を
行
え

る
よ
う
、
キ
ッ
ズ
ス
ペ
ー
ス
の

設
置
は
重
要
で
あ
る
と
考
え
て

い
る
。
託
児
施
設
に
つ
い
て

は
、
お
子
様
を
長
い
時
間
お
預

市
役
所
新
庁
舎
に
託
児
施
設

や
コ
ン
ビ
ニ
機
能
を
持
っ
た

売
店
の
委
託
設
置
を
す
る
こ

と
に
つ
い
て

山
口
和
昭

か
り
す
る
部
屋
と
人
材
を
手
当

て
す
る
も
の
で
、需
要
な
ど
調

査
検
討
し
て
い
く
。

　

ま
た
、
便
利
な
コ
ン
ビ
ニ
機

能
を
持
っ
た
売
店
の
導
入
に
つ

い
て
は
、
専
門
性
を
活
か
し
た

品
揃
え
や
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
等

の
利
点
も
あ
る
の
で
運
営
方
式

の
変
更
に
伴
う
課
題
も
検
討
し

て
い
く
。

 
質
問：
厳
し
い
財
政
状
況
や
人

口
減
少
状
況
下
、
公
共
施
設
や

道
路
、
橋
、
上
下
水
道
管
等
の

イ
ン
フ
ラ
の
更
新
、
建
物
の
統

廃
合
・
長
寿
命
化
計
画
の
策
定

が
急
務
だ
が
、
現
状
は
。
新
庁

舎
計
画
も
総
合
的
な
大
垣
市
公

共
施
設
等
長
寿
命
化
計
画
の
中

で
再
検
討
し
て
は
ど
う
か
。

答
弁：

厳
し
い
財
政
状
況
の

中
、
老
朽
化
が
進
む
公
共
施
設

等
を
安
全
に
維
持
し
て
い
く
こ

と
が
、
喫
緊
の
課
題
で
あ
る
。

　

本
市
で
は
、
全
て
の
公
共
施

設
等
の
老
朽
度
や
利
用
状
況
な

ど
の
現
況
と
将
来
の
見
通
し
の

把
握
に
と
り
か
か
っ
て
お
り
、

概
ね
３
年
で
計
画
を
策
定
す
る

予
定
で
あ
る
。市
役
所
庁
舎
は
、

安
全
･
安
心
の
拠
点
整
備
と
し

て
小
中
学
校
の
耐
震
・
改
築
に

続
き
優
先
的
に
取
り
組
ん
で
い

く
。
公
共
施
設
等
の
貴
重
な
財

産
を
効
率
的
に
活
用
し
、
市
民

サ
ー
ビ
ス
を
向
上
さ
せ
て
い
く

公
共
施
設
・
イ
ン
フ
ラ
の
管

理
に
つ
い
て

岡
田
ま
さ
あ
き

た
め
、
公
共
施
設
等
総
合
管
理

計
画
を
策
定
し
て
い
く
。

 
質
問：

全
国
で
タ
ブ
レ
ッ
ト
端

末
を
活
用
し
た
サ
ー
ビ
ス
が
展

開
さ
れ
る
中
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
先
進
都

市
大
垣
と
し
て
、
現
在
庁
内
に

試
験
導
入
中
の
タ
ブ
レ
ッ
ト
端

末
の
利
用
方
法
と
具
体
的
成

果
、
更
に
本
庁
舎
改
築
後
の
市

民
サ
ー
ビ
ス
の
あ
り
方
を
踏
ま

え
、
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
を
活
用

す
る
こ
と
で
、
更
な
る
市
民
目

線
に
立
っ
た
サ
ー
ビ
ス
が
可
能

だ
と
思
う
が
い
か
が
お
考
え
か
。

答
弁：

本
市
で
は
、
平
成　

年
２４

４
月
に
大
垣
市
Ｉ
Ｃ
Ｔ
戦
略
ビ

ジ
ョ
ン
を
策
定
し
、
タ
ブ
レ
ッ

ト
端
末
な
ど
新
し
い
情
報
通
信

機
器
を
利
活
用
す
る
こ
と
で
、

地
域
活
力
の
創
造
や
安
全
・
安

心
な
市
民
生
活
の
実
現
を
目
指

し
て
い
る
。
こ
う
し
た
中
、
タ

ブ
レ
ッ
ト
端
末
を
社
会
福
祉
課

窓
口
で
の
筆
談
サ
ー
ビ
ス
、
上

石
津
地
域
事
務
所
か
ら
の
災
害

状
況
報
告
な
ど
に
活
用
し
て
い

る
。
ま
た
、
新
た
な
試
み
と
し

て
、
窓
口
を
訪
れ
た
外
国
人
の

住
民
異
動
等
の
手
続
き
に
際

し
、
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
を
介
し

て
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
と
接
続

し
、
５
か
国
語
の
通
訳
サ
ー
ビ

ス
を
提
供
す
る
実
証
実
験
を

行
っ
て
い
る
。
タ
ブ
レ
ッ
ト
端

末
を
導
入
す
る
こ
と
で
、
高
齢

タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
で
描
く
新

し
い
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て

石
田　

仁

者
や
障
が
い
者
、
子
育
て
世
代

に
も
優
し
い
Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
利
用
環

境
が
提
供
で
き
る
な
ど
、
市
民

サ
ー
ビ
ス
の
向
上
に
つ
な
が
る

も
の
と
考
え
る
。

　

今
後
も
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
の

特
性
を
生
か
し
な
が
ら
、
窓
口

業
務
を
は
じ
め
、
様
々
な
業
務

に
お
い
て
市
民
サ
ー
ビ
ス
の
向

上
に
つ
な
が
る
よ
う
タ
ブ
レ
ッ

ト
端
末
を
活
用
し
た
シ
ス
テ
ム

の
構
築
を
検
討
し
て
い
く
。

  
質
問：

改
正
介
護
保
険
制
度
で

は
、
市
が
要
支
援
１
、
２
の

方
々
へ
の
サ
ー
ビ
ス
提
供
者
と

な
り
、
縮
小
さ
れ
て
い
く
費
用

の
中
で
い
か
に
充
実
し
た
支
援

を
し
て
い
く
か
が
課
題
で
あ

る
。
そ
の
た
め
、
地
域
の
元
気

な　

歳
以
上
の
方
々
の
力
を
活

６５
用
し
、
主
な
ニ
ー
ズ
で
あ
る
デ

イ
サ
ー
ビ
ス
や
、
家
事
援
助
な

ど
を
有
償
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
対

応
す
る
人
材
育
成
制
度
を
構
築

さ
れ
、
一
助
と
さ
れ
た
い
。

答
弁：

介
護
保
険
制
度
の
改
正

に
よ
り
、
介
護
予
防
の
訪
問
介

タブレット端末を活用した
筆談サービス

介
護
保
険
制
度
の
改
正
に
伴

う
市
の
取
り
組
み
に
つ
い
て

粥
川
加
奈
子

護
と
通
所
介
護
が
国
か
ら
市
町

村
事
業
へ
移
行
さ
れ
る
と
と
も

に
、
多
様
な
生
活
支
援
サ
ー
ビ

ス
を
提
供
で
き
る
こ
と
と
な
っ

た
。
今
後
の
介
護
予
防
サ
ー
ビ

ス
や
生
活
支
援
サ
ー
ビ
ス
の
提

供
に
つ
い
て
は
、
介
護
保
険
事

業
所
に
加
え
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
、
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
団
体
等
の
参
入
な

ど
、
事
業
の
実
施
に
向
け
て
検

討
し
て
い
く
。
さ
ら
に
、
元
気

な
高
齢
者
が
地
域
の
集
会
所
等

で
生
活
支
援
サ
ー
ビ
ス
の
担
い

手
と
な
り
活
躍
し
て
い
た
だ
く

こ
と
は
、
高
齢
者
自
身
の
介
護

予
防
や
生
き
が
い
づ
く
り
、
ま

た
地
域
の
活
性
化
に
つ
な
が
る

も
の
で
あ
り
、
研
究
し
て
い
く
。

 
質
問：

上
石
津
に
風
力
発
電
所

を
建
設
す
る
た
め
、
㈱
シ
ー

テ
ッ
ク
は
県
に
環
境
ア
セ
ス
メ

ン
ト
方
法
書
を
提
出
し
、
市
も

影
響
調
査
の
方
法
に
対
し
て
意

見
を
出
し
て
い
る
。
住
民
か
ら

は
風
力
発
電
に
よ
る
低
周
波
振

動
や
騒
音
に
よ
る
健
康
被
害
、

環
境
破
壊
、
土
砂
崩
れ
の
誘
発

等
不
安
が
出
さ
れ
て
い
る
が
、

市
と
し
て
ど
う
受
け
止
め
対
応

す
る
つ
も
り
か
。

答
弁：

上
石
津
町
地
内
で
㈱

シ
ー
テ
ッ
ク
が
予
定
し
て
い

る
、
ウ
イ
ン
ド
パ
ー
ク
南
伊
吹

風
力
発
電
事
業
（
仮
称
）
は
平

成　

年
９
月　

日
付
け
で
※

環

２２

１３

境
影
響
評
価
方
法
書
が
県
に
提

上
石
津
風
力
発
電
に
つ
い
て

笹
田
ト
ヨ
子

出
さ
れ
た
。
環
境
影
響
評
価
方

法
書
で
は
、
公
告
・
縦
覧
に
基

づ
く
住
民
等
か
ら
の
意
見
聴

取
、
関
係
自
治
体
か
ら
の
意
見

等
を
踏
ま
え
、
事
業
の
環
境
に

対
す
る
影
響
調
査
を
実
施
す
る

も
の
で
あ
る
。
本
事
業
に
つ
い

て
は
、
現
在
、
環
境
に
対
す
る

影
響
調
査
を
実
施
中
で
、
そ
の

結
果
を
踏
ま
え
、
環
境
影
響
準

備
書
の
作
成
及
び
準
備
書
の
公

告
・
縦
覧
が
行
わ
れ
、
縦
覧
期

間
中
に
事
業
者
に
よ
る
地
元
住

民
を
対
象
と
し
た
説
明
会
が
開

催
さ
れ
る
予
定
と
聞
い
て
い
る
。

　

市
と
し
て
は
、
上
石
津
地
域

の
環
境
に
対
す
る
影
響
に
注
視

し
て
い
く
。

 

※
環
境
影
響
評
価
＝
環
境
ア
セ
ス
メ
ン
ト

 
質
問：

全
国
学
力
・
学
習
状
況

調
査
の
結
果
が
公
表
さ
れ
た

が
、
市
内
の
小
中
学
校
の
学
力

状
況
は
。
ま
た
、
生
活
習
慣
等

の
調
査
で
は
、
家
庭
で
の
携

帯
・
メ
ー
ル
等
の
使
用
時
間
が

長
い
子
ど
も
ほ
ど
、
平
均
正
答

率
が
低
い
等
の
結
果
が
出
た

が
、
こ
れ
ら
の
結
果
を
ど
の
よ

う
に
活
用
し
、
家
庭
を
巻
き
込

ん
で
学
力
向
上
を
目
指
し
て
い

く
の
か
、
今
後
の
取
り
組
み
を

伺
う
。

答
弁：

全
国
学
力
・
学
習
状
況

調
査
は
、
平
成　

年
度
か
ら
小

１９

学
校
６
年
生
と
中
学
校
３
年
生

全
国
学
力
・
学
習
状
況
調
査

に
つ
い
て

長
谷
川
つ
よ
し

②

一一
般般
質質
問問

一
般
質
問

一
般
質
問

９
月
８
日
に
一
般
質
問
を

行
い
ま
し
た
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を
対
象
に
、
国
語
、
算
数
・
数

学
に
お
い
て
実
施
さ
れ
て
い

る
。
本
年
度
の
調
査
結
果
で

は
、
小
学
校
６
年
生
が
、
県
平

均
を
上
回
り
全
国
平
均
と
ほ
ぼ

同
等
で
あ
り
、
中
学
校
３
年
生

は
、
県
平
均
や
全
国
平
均
を
上

回
っ
て
お
り
、
近
年
は
、
小
中

学
校
と
も
ほ
ぼ
同
様
の
傾
向
に

あ
る
。
こ
の
結
果
を
分
析
し
、

専
門
家
や
学
校
関
係
者
等
で
構

成
す
る
学
力
向
上
推
進
委
員
会

に
お
い
て
、
今
後
の
方
策
に
つ

い
て
検
討
し
て
い
く
。

　

ま
た
、
児
童
生
徒
の
生
活
と

学
力
と
の
関
わ
り
も
分
析
、
公

表
し
、
家
庭
学
習
の
工
夫
に
つ

い
て
学
校
だ
よ
り
等
で
啓
発

し
、
今
後
も
、児
童
生
徒
の
学

力
向
上
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

 
質
問：

８
月　

日
の
豪
雨
に
よ

２０

り
発
生
し
た
広
島
土
砂
災
害
を

教
訓
に
本
市
の
豪
雨
災
害
の
備

え
に
つ
い
て
。
①
土
砂
災
害
警

告
区
域
等
の
指
定
状
況
に
つ
い

て
。
②
迅
速
的
確
な
情
報
収
集

に
よ
る
避
難
勧
告
指
示
に
つ
い

て
。
③
過
去
の
豪
雨
災
害
の
教

訓
に
よ
る
防
災
訓
練
の
周
知
と

実
施
に
つ
い
て
。

　

今
後
の
対
応
・
運
用
・
訓
練

強
化
を
伺
う
。

答
弁：

①
に
つ
い
て
は
、
土
砂

災
害
の
お
そ
れ
が
あ
る
斜
面
の

地
形
や
地
質
の
基
礎
調
査
を
実

広
島
土
砂
災
害
を
教
訓
に
し

た
防
災
対
策
に
つ
い
て

横
山
幸
司

施
し
、
土
砂
災
害
防
止
法
に
基

づ
き
県
が
指
定
す
る
も
の
で
あ

り
、
本
市
の
指
定
は
全
て
完
了

し
て
い
る
。
今
回
の
広
島
土
砂

災
害
を
受
け
て
、
土
砂
災
害
警

戒
区
域
等
に
お
住
い
の
方
に
対

し
緊
急
周
知
と
し
て
、
班
回

覧
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
で
改
め

て
危
険
箇
所
の
再
確
認
を
お
願

い
し
た
。

　

②
に
つ
い
て
は
、
今
年
４
月

に
新
た
な
国
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン

案
が
公
表
さ
れ
、
本
市
で
は
６

月
か
ら
土
砂
災
害
時
に
お
け
る

避
難
勧
告
等
の
判
断
基
準
を
見

直
し
、
運
用
を
開
始
し
て
い

る
。
ま
た
、
土
砂
災
害
警
戒
時

に
は
、
気
象
に
関
す
る
情
報
や

現
地
の
情
報
を
収
集
し
、
岐
阜

地
方
気
象
台
や
県
と
連
携
し
て

適
時
に
避
難
勧
告
等
を
発
令
で

き
る
体
制
を
構
築
し
て
い
る
。

　

③
に
つ
い
て
は
、
毎
年
６
月

の
土
砂
災
害
防
止
月
間
に
、
土

砂
災
害
警
戒
区
域
等
が
所
在
す

る
地
域
を
対
象
に
訓
練
を
実
施

し
て
お
り
、
過
去
の
土
砂
災
害

を
教
訓
と
し
て
、
身
の
危
険
を

感
じ
た
ら
隣
近
所
で
声
を
掛
け

合
っ
て
避
難
す
る
実
践
的
な
訓

練
や
、
命
を
守
る
適
切
な
避
難

行
動
に
つ
い
て
理
解
を
深
め
る

講
座
な
ど
を
行
っ
て
い
る
。

　

今
後
も
、
訓
練
を
継
続
的
に

開
催
し
、市
民
の
皆
様
の
防
災
に

対
す
る
意
識
を
高
め
、土
砂
災
害

を
最
小
限
に
食
い
止
め
る
こ
と

が
で
き
る
よ
う
努
め
て
い
く
。

 
質
問：

先
般
、
国
土
交
通
省
に

自
主
運
行
バ
ス
へ
の
支
援
を
陳

情
し
、
意
見
交
換
を
行
っ
た
。

国
も
高
齢
化
社
会
を
見
据
え

て
、
地
方
の
交
通
網
の
あ
り
方

に
つ
い
て
危
機
感
を
持
ち
、
そ

の
地
方
に
あ
っ
た
運
行
方
法
を

早
く
検
討
す
る
よ
う
に
と
の
こ

と
で
あ
っ
た
。
今
後
の
自
主
運

行
バ
ス
の
あ
り
方
に
つ
い
て
、

市
民
と
早
急
に
議
論
を
始
め
る

こ
と
を
要
請
す
る
。

答
弁：

国
で
は
、
人
口
減
少
や

少
子
高
齢
化
な
ど
に
よ
る
生
活

交
通
の
確
保
が
課
題
と
な
る

中
、
平
成　

年　

月
に
道
路
運

１８

１０

送
法
の
改
正
が
な
さ
れ
、
市
町

村
に
よ
る
自
家
用
有
償
旅
客
運

送
が
可
能
に
な
っ
た
。

　

本
市
で
は
、
自
主
運
行
バ
ス

を　

路
線　

系
統
運
行
し
、
そ

１１

３３

の
多
く
は
大
垣
駅
を
中
心
と
し

た
放
射
状
に
運
行
し
、
市
民
の

移
動
手
段
を
確
保
し
て
い
る
。

公
共
交
通
を
維
持
し
て
い
く
た

め
に
、
今
後
、
国
か
ら
示
さ
れ

る
交
通
政
策
基
本
計
画
や
、
補

助
制
度
を
含
め
た
具
体
的
な
制

度
内
容
を
踏
ま
え
、
本
市
に

合
っ
た
市
全
体
の
バ
ス
運
行
の

あ
り
方
に
つ
い
て
、
今
後
も
研

究
し
て
い
く
。

 
自
主
運
行
バ
ス
に
つ
い
て

野
田
の
り
お

高
齢
者
介
護
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

ポ
イ
ン
ト
制
度
に
つ
い
て

中
田
ゆ
み
こ

質
問：

元
気
な
高
齢
者
が
地
域

で
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
行
っ

た
場
合
に
自
治
体
か
ら
ポ
イ
ン

ト
を
付
与
さ
れ
、
貯
ま
っ
た
ポ

イ
ン
ト
に
応
じ
て
商
品
の
交
換

や
換
金
が
で
き
る
制
度
が
あ
る
。

高
齢
者
自
身
の
介
護
予
防
、
健

康
維
持
の
促
進
、
社
会
参
加
や

地
域
貢
献
を
通
じ
た
生
き
が
い

づ
く
り
に
も
な
る
高
齢
者
介
護

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ポ
イ
ン
ト
制
度

の
早
期
導
入
を
求
め
る
。

答
弁：

高
齢
者
介
護
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
ポ
イ
ン
ト
制
度
は
、
元

気
な
高
齢
者
が
介
護
施
設
等
で

の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
通
じ

て
地
域
貢
献
や
社
会
的
役
割
を

担
う
こ
と
で
、
介
護
予
防
や
健

康
増
進
に
つ
な
げ
て
い
く
こ
と

を
目
的
と
し
、
そ
の
活
動
に
応

じ
て
受
け
取
っ
た
ポ
イ
ン
ト
を

商
店
街
等
に
お
い
て
利
用
す
る

こ
と
に
よ
り
、
地
域
の
活
性
化

に
役
立
て
る
こ
と
が
で
き
る
も

の
で
あ
る
。

　

本
市
に
お
い
て
は
、
大
垣
市

社
会
福
祉
協
議
会
に
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
登
録
さ
れ
た
高
齢
者

が
、
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
等

に
お
い
て
、
イ
ベ
ン
ト
の
手
伝

い
や
傾
聴
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
等
で

活
躍
を
さ
れ
て
い
る
。
ポ
イ
ン

ト
制
度
の
導
入
に
つ
い
て
は
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
等
の
あ
り
方
も

含
め
、
今
後
、
調
査
研
究
し
て

い
く
。

 
０
歳
児
保
育
に
つ
い
て

富
田
三
郎

質
問：

現
在
市
内
に
は
私
立
も

含
め
て　

の
幼
保
園
、
保
育
園

３２

が
あ
る
。
す
べ
て
の
私
立
保
育

園
で
は
、
０
歳
児
保
育
を
実
施

し
て
い
る
が
、
市
立　

園
の
う

１６

ち
４
園
で
は
実
施
さ
れ
て
い
な

い
。
ま
た
、
西
保
育
園
・
青
墓

幼
保
園
で
は
計
画
も
さ
れ
て
い

な
い
。

　

今
後
の
子
育
て
支
援
の
ひ
と

つ
と
し
て
、
０
歳
児
保
育
の
拡

充
、
普
及
の
計
画
を
望
む
。

答
弁：

本
市
で
は
、
子
ど
も
が

健
や
か
に
育
ち
、安
心
し
て
子
育

て
が
で
き
る
よ
う
幼
児
教
育
、

保
育
の
充
実
に
努
め
て
い
る
。

　

現
在
、
０
歳
児
保
育
は
、
公

立
・
民
間
の
幼
保
園
・
保
育
園

　

園
の
う
ち　

園
で
実
施
し
て

３２

２８

お
り
、
現
在
、
待
機
児
童
は
い

な
い
が
、
近
年
３
歳
未
満
児
の

保
育
ニ
ー
ズ
は
増
加
傾
向
に
あ

る
。

　

０
歳
児
の
受
け
入
れ
に
つ
い

て
は
、
特
に
専
用
の
保
育
設
備

の
設
置
や
保
育
室
の
改
修
等
が

必
要
と
な
る
の
で
、
今
後
の
施

設
改
築
等
に
合
わ
せ
て
、
市
全

体
と
し
て
受
け
入
れ
の
拡
充
に

努
め
て
い
く
。

 

 

北幼保園

 
質
問：

限
ら
れ
た
予
算
の
中

で
、
市
民
の
た
め
の
庁
舎
を
建

設
す
る
必
要
が
あ
る
が
、
基
本

構
想
策
定
委
員
会
に
は
専
門
家

が
選
定
さ
れ
て
い
な
い
。
専
門

家
の
意
見
を
聴
く
必
要
が
あ
る

と
思
う
が
、
馴
れ
合
い
で
建
築

家
を
選
ん
で
は
い
け
な
い
。
ま

た
、
合
併
特
例
債
の
利
用
が
可

能
で
あ
る
が
、
借
金
を
背
負
う

の
は
市
民
で
あ
る
こ
と
を
忘
れ

ず
に
慎
重
に
進
め
て
ほ
し
い
。

答
弁：

新
庁
舎
の
建
設
場
所
の

選
定
に
つ
い
て
は
、
安
全
性
、

利
便
性
、
早
期
実
現
性
、
ま
ち

づ
く
り
と
の
整
合
性
の
４
つ
の

条
件
を
設
け
、
様
々
な
角
度
か

ら
検
討
し
、
本
庁
舎
敷
地
及
び

隣
接
地
を
第
一
候
補
地
と
し
て

決
定
し
た
。

　

本
年
度
は
、
６
月
に
市
民
団

体
の
代
表
や
公
募
の
方
々
、
学

識
経
験
者
な
ど
か
ら
な
る
、
基

本
構
想
策
定
委
員
会
を
設
置

し
、
市
民
目
線
で
新
庁
舎
建
設

基
本
構
想
の
素
案
の
起
草
を
依

頼
し
、
現
在
審
議
を
重
ね
、
本

市
の
最
重
要
課
題
と
し
て
、
災

害
に
強
い
新
庁
舎
建
設
を
め
ざ

し
検
討
し
て
い
く
。
新
庁
舎
建

設
基
本
構
想
に
つ
い
て
は
議
員

各
位
、
市
民
の
皆
さ
ん
、
学
識

経
験
者
の
ご
意
見
、
ご
要
望
に

よ
る
基
本
方
針
や
基
本
理
念
な

ど
を
中
心
に
素
案
を
策
定
し
て

い
く
。

新
庁
舎
建
設
の
進
め
方
に
つ

い
て

富
田
せ
い
じ

③
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意見書
　第３回定例会で可決された意見書は次のとおりです。
　意見書は、国会をはじめ、内閣総理大臣及び関係各大臣等に送付し、実現を要望しました。

「手話言語法」制定を求める意見書

　手話とは、日本語を音声ではなく、手や指、体などの動きや顔の表

情で伝える、独自の語彙や文法体系を持つ言語である。聞こえる人

たちの音声言語と同様、情報獲得とコミュニケーションの重要な手段

であり、大切に守られてきた。一方、ろう学校では、手話を使うことが制

限されてきた長い歴史がある。

　世界に目を向けると、平成１８年に国際連合総会で採択された「障

害者の権利に関する条約」においては、「手話は言語」であることが明

記され、また、フィンランドの憲法をはじめ、憲法や法律において手話

を言語である旨を規定している例が見られるところである。

　我が国においては、平成２３年に改正された障害者基本法第３条

において、「全て障害者は、可能な限り、言語（手話を含む。）その他

の意思疎通のための手段についての選択の機会が確保される」と定

められている。また、同法第２２条では、国・地方公共団体に対して、

情報の利用におけるバリアフリー化等を義務付けている。

　これらの理念や制度が、実際の生活に生かされるようにするため、

手話が音声言語と対等な言語であることが広く国民に理解され、聞こ

えない子供が手話を身に付け、手話で学べ、自由に手話が使え、さ

らには手話を言語として普及、研究することのできる環境の整備に向

け、個別法を整備し、具体的な施策を全国で展開していくことが必要

である。

　よって、国におかれては、「手話言語法」を制定されるよう強く求め

る。

　以上、地方自治法第９９条の規定により意見書を提出する。

　　　平成２６年９月１７日

大　垣　市　議　会

平成２６年第２回臨時会　議案審議結果一覧
全会一致で可決された議案

議　　　案　　　名議案番号

請負契約の締結について議第６５号

平成２６年第３回定例会　議案審議結果一覧
全会一致で可決された議案

議　　　案　　　名議案番号議　　　案　　　名議案番号

請負契約の締結について議第７９号平成２６年度大垣市一般会計補正予算（第３号）議第６６号

請負契約の変更について議第８０号平成２６年度大垣市国民健康保険事業会計補正予算（第１号）議第６７号

損害賠償の額の決定について議第８１号平成２６年度大垣市介護保険事業会計補正予算（第１号）議第６８号

損害賠償の額の決定について議第８２号平成２６年度大垣市病院事業会計補正予算（第１号）議第６９号

平成２５年度大垣市水道事業会計未処分利益剰余金の処分について議第８３号大垣市特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の運営に関する基
準を定める条例の制定について議第７１号

人権擁護委員候補者の推薦について議第８４号大垣市放課後児童健全育成事業の設備及び運営に関する基準を定める
条例の制定について議第７２号

平成２５年度大垣市公営企業会計決算の認定について認第２号大垣市留守家庭児童教室の設置等に関する条例の一部改正について議第７４号

規制改革案に関する請願（採択）請願第１号大垣市母子家庭等医療費助成に関する条例の一部改正について議第７５号

規制改革案に関する意見書市議第１１号大垣市企業立地促進条例の一部改正について議第７６号

「手話言語法」制定を求める意見書市議第１２号大垣市保育の実施に関する条例の廃止について議第７７号

請負契約の締結について議第７８号

視察報告
　
経済委員会視察
７月２８～２９日
北海道函館市
競輪事業（ICカー
ドを利用した車券
販売）について

１０月７日～９日
福岡県宗像市
　鳥獣被害の防止の獣肉の有効活用について
広島県尾道市
　おのみちフィルムコミッションについて
岡山県瀬戸内市　
　朝鮮通信史ゆかりのまち全国交流大会について

企画総務委員会視察
１０月６日～８日
兵庫県三田市
　新成長戦略プラン
　について
熊本県熊本市
　熊本市コールセン
　ターひごまるコールについて
広島県東広島市
　新庁舎について

競輪場内のキッズルーム

規制改革案に関する意見書

　政府の規制改革会議は、自由民主党の改革案を踏まえ平成２６年
６月１３日に「規制改革に関する第２次答申」を安倍総理に答申し
た。このうち農業協同組合の見直しでは、単協が行う信用事業に関し
て、農林中央金庫等に信用事業を譲渡し、単協に農林中央金庫等
の支店を置くか、又は単協が代理店として報酬を得て金融サービスを
提供する方式の活用の推進を図るとしている。
　単協が現在行っている信用事業で窓口代理業務による手数料だ
けになった場合、JAの収益が低下することは明らかで、資金運用のメ
リットがなくなるため、地域の農業や暮らしをよくしようとする手立てがな
くなる。
　また、営農の事業水準を維持（施設の改築・改修・維持）するため
に、費用の不足分を購買・販売手数料、さらにはカントリーなどの利用
料を高くして補てんするような動きがでたら本末転倒である。
　今後、この答申が政府の決定として断行されれば、前述のほか各
生産者部会や女性部活動の支援、中山間地域で生活する老人へ
の食糧供給支援等、組合員はもちろんのこと、地域住民への営農や
生活に関するサービスの低下につながり、農業・農村に多大な影響を
与えることとなる。
　また、組合員のあり方について、農業者の協同組織としての性格を
損なわないようにするため、准組合員の事業利用については、一定の
ルールを導入する方向で検討するとしている。
　単協の経営は、減少する正組合員の利用を増加する准組合員で
補っていることから、准組合員の利用を制限することは単協の経営規
模縮小につながり、農業・農村に多大な影響を与えることとなる。
　よって、政府においては、農業振興並びに農村社会を含めた地域
の活性を維持するため、次の事項の実現を強く求める。

１．単協が営む信用事業の農林中央金庫等への移行については、
単協自ら判断できる制度とすること。
２．准組合員の事業利用に制限を設けないこと。

　以上、地方自治法第９９条の規定により意見書を提出する。

　　　平成２６年９月１７日

大　垣　市　議　会

本会議の傍聴については議会事務局までお問い合わせ下さい。（電話：４７－８０７３）

熊本市コールセンター

議会内統一会派議会内統一会派賛否が分かれた議案
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○○×○○○○○○○○○○○○○○○○○○○可決
大垣市家庭的保育事業等の設備及び運営に関する基準を定める条
例の制定について議第７０号

○○×○○○○○○○○○○○○○○○○○○○可決大垣市税条例等の一部改正について議第７３号

○○×○○○○○○○○○○○○○○○○○○○認定平成２５年度大垣市一般会計及び特別会計決算の認定について認第１号

－×××××○○○○○○○○○○○○○○○○可決大垣市議会議員定数条例の一部改正について市議第８号

－○○○○○××××××××××××××××否決
大垣市議会議員の議員報酬、費用弁償等に関する条例の一部改正
について市議第９号

－○○○○○××××××××××××××××否決大垣市議会政務活動費の交付に関する条例の制定について市議第１０号

○＝賛成、×＝反対　－＝退席　　　　議長は採決に加わらないため、斜線としています。


